
                           

  

～科学論文講習会～ 

期 日    令和３年７月１４日（水）９：３５～１１：１５（２・３限） 

 会 場    岡山県立倉敷天城高等学校 第２化学教室 

 講 師   岡山大学教育学部 稲田佳彦 先生 

 内 容  「科学論文の構成と書き方について」 

  

 理数科２年次生を対象に、科学論文講習会を開催しました。 

これから課題研究のまとめや論文を作成する生徒にとって、 

とても有意義な時間となりました。 

 論文は、多くの人が共有し、客観性を得ることが大切です。そのためには、①実証性が担

保できるような情報 ②適切な証拠、論拠、結論 ③読者に伝わるような構成 が必要にな

ります。他者に理解してもらう、納得してもらうという姿勢が重要です。 

これから、課題研究をまとめる２年次生、これから始める１年次生にとって、この“論文を

書く前の心構え”はとても大切なことです。 

～オープンスクール～ 

期 日    令和３年７月２１日（水）９：００～１１：００ 

 本校理数科に関心を持つ中学生３６名が参加してくれました。倉敷天城高校の紹介が行わ

れた後、理科棟の各分野の教室にて、２年次生が進めている課題研究を見学してもらいまし

た。１年次生が案内し、課題研究の内容についても説明しました。９つの課題研究を紹介し

ましたが、どの研究にも興味を持って聞いていただきました。下級生として入学してくれる

生徒を楽しみにしながら案内しました。この行事のあと、理数科１・２年次生で第２回シン

ポジウムを行いました。１年次生が行っている課題研究の分からないこと、困っていること

について質問し、２年次生から助言をもらいました。１年次生は、課題研究のテーマが決ま

りつつあり、後期から本格的な課題研究が始まります。 
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